
香
川
県
の
観
音
寺
・
三
豊
地

区
実
行
委
員
会
主
催
で
「
大
軍

拡
・
金
権
政
治
に
反
対
し
、
消

費
税
減
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止

を
求
め
、
憲
法
に
基
づ
く
税
制
・

税
務
行
政
の
確
立
の
た
め
全
納

税
者
が
声
を
あ
げ
よ
う
」
と
重

税
反
対
全
国
統
一
行
動
が
行
わ

れ
、
約
２
０
０
人
が
会
場
内
外

に
集
ま
り
ま
し
た
。

県
商
工
団
体
連
合
会
の
田
川
孝

治
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
国
会
で
自
公
が
少
数
与
党
と

な
り
、
国
民
の
要
求
が
通
り
や

す
い
情
勢
だ
」
と
強
調
。
「
数

は
力
で
、
納
税
者
を
守
る
民
商

を
大
き
く
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

白
川
よ
う
子
参
院
比
例
候
補

が
招
か
れ
来
賓
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。
白
川
氏
は
「
春
闘
で

大
企
業
に
は
満
額
回
答
が
続
い

て
い
る
が
、
物
価
高
騰
に
賃
上

げ
が
追
い
つ
か
ず
、
中
小
企
業

に
は
支
援
が
な
く
、
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
が
押
し
つ
け
ら
れ
、

国
民
は
苦
し
ん
で
い
る
。
一
方
、

自
民
党
は
裏
金
を
脱
税
。
大
企

業
・
富
裕
層
に
は
大
減
税
し
、

内
部
留
保
が
貯
ま
っ
て
い
る
」

と
指
摘
。
「
大
軍
拡
で
な
く
、

い
の
ち
や
暮
ら
し
に
予
算
を
。

大
企
業
・
富
裕
層
へ
の
減
税
で

な
く
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
と

商
売
へ
の
予
算
を
と
声
を
あ
げ

政
治
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
税
務
署

に
集
団
申
告
を
し
ま
し
た
。

原
発
を
な
く
す
香
川
の
会
や

脱
原
発
ア
ク
シ
ョ
ン
ｉ
ｎ
香
川

な
ど
で
つ
く
る
同
実
行
委
員
会

は
10
日
、
高
松
市
で
「
３
・
11

フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
は
終
わ
っ

て
い
な
い
！
原
発
ゼ
ロ
社
会
を

つ
く
ろ
う
」
と
題
し
た
集
会
を

開
き
ま
し
た
。
約
50
人
が
参
加

し
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
と
四
国
電

力
前
ま
で
商
店
街
を
ア
ピ
ー
ル

ウ
ォ
ー
ク
し
ま
し
た
。

原
発
を
な
く
す
香
川
の
会
の

細
川
浩
志
事
務
局
長
は
伊
方
原

発
の
運
転
差
し
止
め
を
認
め
な

か
っ
た
５
日
の
広
島
地
裁
判
決

に
つ
い
て
「
危
険
性
が
あ
る
と

言
う
な
ら
住
民
側
が
示
せ
と
い

う
、
と
ん
で
も
な
い
判
決
だ
」

と
批
判
。
「
フ
ク
シ
マ
の
事
故

を
忘
れ
、
【
２
面
に
つ
づ
く
】
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白
川
氏
訴
え
る

３
・
13
重
税
反
対

観
音
寺･

三
豊
地
区
集
会

長
野
県
上
田
市
に

あ
る
無
言
館
（
戦
没

画
学
生
慰
霊
美
術
館
）

は
、
作
家
の
窪
島
誠

一
郎
さ
ん
と
自
ら
も

出
征
経
験
の
あ
る
画

家
の
野
見
山
暁
治
さ

ん
が
、
全
国
の
戦
没

画
学
生
の
遺
族
を
訪

問
し
て
、
遺
作
を
収

集
し
て
つ
く
ら
れ
た
美
術
館
。
魅

了
さ
れ
て
、
３
度
訪
れ
て
い
る
。

無
言
館
は
、
緑
豊
か
な
ひ
っ
そ

り
と
し
た
高
台
に
あ
り
、
そ
の
佇

ま
い
は
装
飾
の
な
い
厳
か
な
教
会

と
い
う
印
象
。
木
の
扉
を
開
け
る

と
日
常
と
は
隔
離
さ
れ
た
祈
り
の

空
間
が
広
が
り
、
空
気
が
張
り
詰

め
、
一
つ
一
つ
の
作
品
が
「
生
き

る
」
意
味
を
問
い
か
け
て
く
る
。

出
征
す
る
最
後
の
瞬
間
ま
で
生
を

惜
し
む
よ
う
に
絵
筆
を
握
り
、
愛

す
る
家
族
や
郷
里
の
自
然
を
描
い

た
キ
ャ
ン
バ
ス
。
戦
地
で
も
寸
暇

を
惜
し
み
、
描
い
た
は
が
き
や
手

紙
に
添
え
ら
れ
た
作
品
が
愛
す
る

家
族
の
元
に
残
さ
れ
た
。

そ
こ
か
ら
は
も
っ
と
生
き
て
好

き
な
絵
を
描
き
た
か
っ
た
無
念
さ

が
胸
に
迫
っ
て
来
る
。
今
あ
る
命

を
大
切
に
せ
よ
、
平
和
を
守
れ
と

命
を
散
ら
せ
た
若
き
画
家
た
ち
が

訴
え
る
。
作
品
や
展
示
物
を
見
終

わ
っ
て
か
ら
、
こ
の
美
術
館
と
も

戦
没
者
の
追
悼
施
設
と
も
い
え
る

無
言
館
を
今
後
も
守
る
た
め
の
募

金
を
す
る
よ
う
な
想
い
で
入
館
料

を
支
払
う
。

香
川
か
ら
は
遠
く
時
間
が
か
か

る
が
、
訪
れ
て
ほ
し
い
。
（
こ
）

被
災
・
フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
か
ら
14
年

集
会
と
ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク

高
松
市
で
16
日
、

日
本
被
団
協
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
を

祝
う
集
い
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
開

か
れ
、
約
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
西

川
清
・
善
通
寺
に
し

か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
は
、
「
世
界
か
ら

核
の
脅
威
は
去
っ
て

い
な
い
。
日
本
被
団

協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
が
、

運
動
を
次
世
代
に
引

き
継
い
で
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
」
と

の
べ
ま
し
た
。

来
賓
の
広
島
県
原

爆
被
害
者
団
体
協
議

会
の
佐
久
間
邦
彦
理

事
長
は
「
核
兵
器
が

使
わ
れ
る
と
人
類
が

終
わ
る
。
被
爆
か
ら

８
０
年
。
核
兵
器
は

な
く
す
べ
き
だ
」
と

訴
え
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ル
ワ
ン
ダ
の
教
育
を

考
え
る
会
の
永
遠
瑠

マ
リ
ー
ル
イ
ズ
理
事

長
、
作
曲
家
の
三
木

柚
穂
氏
も
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

香
川
県
原
爆
被
害
者
の
会

前
会
長
で
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
好
井
敏
彦
氏
が
講
演
し

「
人
類
は
愚
か
だ
。
核
兵
器

は
、
相
手
と
同
じ
く
自
分
も

持
ち
、
製
造
さ
れ
る
ラ
イ
フ

ル
と
同
じ
。
毎
年
ど
れ
だ
け

の
軍
事
費
が
使
わ
れ
る
の
か
」

と
語
り
ま
し
た
。
好
井
氏
は

ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
、
「
遠
く

へ
行
き
た
い
」
「
１
０
０
万

本
の
バ
ラ
」
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。
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龍
松
山
法
泉
寺
。
臨
済
宗
京
都
妙

心
寺
派
に
属
す
る
禅
宗
寺
院
。
本
尊

釈
迦
如
来
。
寺
紋
は
生
駒
氏
の
家
紋

と
同
じ
源
氏
車
。
も
と
は
宇
多
津
の

海
蔵
寺
。
生
駒
親
正
が
志
度
か
ら
宇

多
津
に
移
し
た
海
蔵
寺
を
、
慶
長
３

年
（
１
５
９
８
）
に
生
駒
一
正
が
高

松
三
番
丁
に
移
し
て
法
泉
寺
と
寺
号

を
変
え
、
弘
憲
寺
と
と
も
に
生
駒
家

の
菩
提
寺
と
し
た
。

※
元
徳
２
年
（
１
３
３
０
）
鋳
造
の

小
ぶ
り
の
銅
鐘
は
生
駒
親
正
が
文

禄
の
役
（
１
５
９
２
）
で
陣
鐘
と

し
て
朝
鮮
に
持
参
し
、
帰
国
後
法

泉
寺
に
寄
進
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

老
朽
化
の
た
め
平
成
25
年
（
２
０

１
３
）
に
鐘
楼
と
と
も
に
撤
去
。

※
境
内
の
大
蘇
鉄
（
そ
て
つ
）
は
朝

鮮
出
兵
の
際
に
生
駒
親
正
が
持
ち

帰
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

台
座
と
と
も
に
16
・
６
ｍ
の
大
釈

迦
像
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
の
県
内

出
身
戦
没
者
２
３
２
９
人
を
供
養
す

る
忠
魂
碑
と
し
て
県
下
全
寺
が
建
立

し
、
明
治
44
年
（
１
９
１
１
）
10
月

に
落
慶
法
要
を
行
っ
た
も
の
。
（
た

だ
し
、
台
座
に
は
「
明
治
40
年
12
月

建
立

各
宗
聯
合
報
国
會
」
と
あ
る
）

れ
ん
ご
う
ほ
う
こ
く
か
い

建
立
時
の
像
は
、
境
内
の
西
側
に
東

向
き
に
立
て
ら
れ
た
。
作
者
は
香
川

県
立
工
芸
学
校
の
戸
原
鹿
之
助
。
戦

時
中
の
軍
部
へ
の
供
出
を
免
れ
、
昭

和
20
年
７
月
の
高
松
空
襲
で
は
本
堂
、

鐘
楼
、
庫
裏
な
ど
寺
域
の
大
半
が
焼

失
し
た
が
、
大
釈
迦
像
は
奇
跡
的
に

損
壊
を
免
れ
て
、
焦
土
と
化
し
た
高

松
を
見
守
っ
た
。

※
昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）
、
高
松

市
の
都
市
計
画
実
施
に
よ
り
寺
の

東
の
電
車
道
路
が
な
く
な
り
、
寺

域
の
西
側
に
新
た
な
道
路
が
施
設

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
寺
域
が
道

路
幅
だ
け
東
に
移
動
。
焼
け
残
っ

た
山
門
は
南
向
き
に
移
転
。
大
釈

迦
像
は
約
70
ｍ
東
に
移
動
し
、
西

向
き
に
向
き
を
変
え
て
立
て
直
さ

れ
た
。
総
重
量
４
４
０
ト
ン
の
釈

迦
像
を
立
っ
た
ま
ま
で
台
座
ご
と

動
か
す
大
工
事
で
あ
っ
た
。
昭
和

28
年
（
１
９
５
３
）
４
月
８
日
開

眼
供
養
。

「
法
泉
寺
の
大
釈
迦
像
も
戦
時
中

は
金
属
絶
対
不
足
の
あ
お
り
で
政
府

へ
の
供
出
を
命
じ
ら
れ
た
。
寺
は
仏

教
会
が
建
造
し
た
も
の
故
、
寺
の
一

存
で
決
め
か
ね
る
と
抵
抗
す
る
も
拒

否
で
き
ず
、
せ
め
て
頭
部
だ
け
は
保

存
し
た
い
の
で
、
胴
体
を
切
断
し
て

持
っ
て
行
っ
て
欲
し
い
と
申
し
出
る

や
、
そ
の
ま
ま
沙
汰
や
み
に
な
っ
た

と
い
う
。
」
（
『
戦
跡
を
歩
く

香

川
県
』
）

「
高
松
が
空
襲
で
焼
け
た
と
き
も
、

法
泉
寺
の
お
釈
迦
さ
ん
が
怪
我
ひ
と

つ
せ
ず
に
も
と
の
姿
の
ま
ま
立
っ
て

お
ら
る
で
し
ょ
う
。
あ
の
時
も
、
あ

あ
、
こ
の
お
釈
迦
さ
ん
は
す
ご
い
、

と
思
い
ま
し
た
よ
。
日
本
軍
も
、
ア

メ
リ
カ
軍
も
、
法
泉
寺
の
お
釈
迦
さ

ん
に
は
手
が
出
せ
ん
か
っ
た
の
で
す
。

す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
」

郷
土
史
辞
典｢

笠
居
郷
探
訪｣

（
一
部
抜
粋
）

㉕

法
泉
寺
（
ほ
う
せ
ん
じ
）

著
者

立
山

信
浩

日本被団協のノーベル平和賞を祝う集い

民主香川 発行日のお知らせ

しんぶん赤旗日曜版は、３月９日と16

日が合併号でした。よって民主香川の

３月の発行日は、第１週目が２日、第

３週目が９日、４週目が30日の発行に

変更となっています。

《お詫び》
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の文学碑めぐり｣のタイトルが｢日治安

維持法施行から百年｣となっており｢日｣

の字が誤って加えられていました。正

しくは｢治安維持法施行から百年｣です。

編集部の誤記をお詫びし､訂正します。


